
はじめに
　ｒ化語とは、中国語において「兒」を語尾
に附加することによって語末に捲舌音化が起
こる一音声現象であり、特に北京語の顕著な
特色とされている。「兒」は単独の音節とは
ならず、直前の音節と併せて１音節を構成す
る。
　中国ではｒ化音は明代中期から生じ、明代
後期に多用されてきた。清末の北京語でｒ化
語が急増し普及されることになった５。現代
まで、ｒ化語は北京語の顕著な特色とされて
いる。ｒ化語は文語より口語で頻繁に使用さ

れ、近代日本の中国語教育界では会話が重視
されていたので、ｒ化語は主たる学習対象に
なった。これについて、1867年の『語言自邇
集』はｒ化語は北京語に多いと指摘してい
る。陳明娥（2014）は、14点６日本の明治期
の北京官話教材を取り上げ、それらに収録し
ている膨大な語彙の性質と表現を考察してか
ら、北京官話教材の語彙の特色の１つはｒ化
語が豊富であることを論証した７。しかし、
韻母における複雑な音交替という弱点がある
ｒ化音に対して日本人はどのように対応した
のであろうか。
　北京官話教材に載せられたｒ化語は、清末
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（要旨）
　ｒ化語は北京語の特色として、近代日本の北京官話教育時期に日本人によって学習された。『語言
自邇集』はｒ化語は北京語に多いと指摘している１。陳明娥（2014）は日本の明治時期北京官話教材
の語彙の特色の１つは、ｒ化語が豊富に収録されていることであると論証した２。しかし、明治・大
正期における日本人のｒ化音に対する認識についての研究はなされてこなかったのが現状である。
　ｒ化音への認識について、筆者が調べたところ、意外にも言語学上の規則に従っている精密さがみ
られる。そのうち、『日漢英語言合璧』（鄭永邦３・呉大五郎４、1888）のｒ化語に ついての記述と注
音上の様々な工夫は、その時期においては先駆的であったといえる。
　本論は、『日漢英語言合璧』を主に、明治・大正時代の13点の北京官話学習書に記されているｒ化
音に関わる記述を考察した。結果的に、大部分の日本人のｒ化語とｒ化音に対する認識における科学
性が乏しかった。韻尾の条件によるｒ化の音交替は明治・大正時代の日本人がまだ踏み込んでいなかっ
た未知の領域であろう。しかし、『日漢英語言合璧』はほぼ完璧に発音を表しうる仮名表記系統をもち、
ｒ化音と音交替に対する科学的な認識は、当時最高の位置付けがなされる。
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の北京語のｒ化語の原型をそのまま残してお
り、日本人のｒ化語に対する認識を反映して
いる。特に、多くの教材は発音を表記するの
で、音声学などの専門書があまりなかった時
代に、北京方言や音声の学習様相を研究する
上で極めて参考価値の高い資料である。残念
なことに、北京官話教材を資料として、その
価値を発掘した研究は非常に希少であり、明
治・大正期における日本人のｒ化音に対する
認識についての研究はなされてこなかったの
が現状である。
  ｒ化音への認識について、筆者が調べたと
ころ、意外にも言語学上の規則に従ってい
る精密さがみられる。そのうち、『日漢英語
言合璧』のｒ化語についての記述と注音上の
様々な工夫は、その時期においては先駆的で
あったといえる。呉菲（2007）８は『日漢英語
言合璧』を取り上げ、教育史の一端として

『日漢英語言合璧』の語音系統と教育方法を
明らかにしてみたが、声母、韻母の仮名表記
の仮名表記の例をあげず、不明なところや詳
細さに欠けるところがあり、ｒ化音を展開し
て討論していない。 
　そのため、本論は、『日漢英語言合璧』を
主として、明治・大正期に日本人の編纂した
他 の教材をも利用し、日本人のｒ化音に関
する認識、学習方法を明確にする。

１　�『日漢英語言合璧』に見る発音
の片仮名表記

　『日漢英語言合璧』（以下『合璧』と略）は
鄭永邦・呉大五郎により、明治21年（1888）
に初版が発行され、以後大正8年（1919）ま
で15版を重ねて発行された。3国語対訳の教
科書で、英語、中国語、日本語の順に横書き
になっている。内容は初学者のために基本的
な文字、単語、文を網羅的に教えるために編

まれたものである。特徴的なことは、英語も
中国語も日本語の片仮名を用いて注音してい
ることである。ｒ化語の発音の仮名表記の分
析に入るまえに、『合璧』の中国語の仮名表
記の体系を明らかにしておかなければならな
い。以下、特殊な発音表示符号と韻母の仮名
表記の規則を考察する。

1.1　『日漢英語言合璧』の発音表示符号
　『合璧』は、中国語の特別な発音を表示す
るために、いくつか符号を採用している。凡
例で説明しているが、不可解なところがあ
り、また本文中には凡例の説明に違反してい
る例も見られる。それらの符号の意味を解明
するために、本文の例を探し集めて検討す
る。筆者は現在通用的な中国語を発音するピ
ンイン符号を利用して、『合璧』の符号の意
味を分析する。

 （1）漢字の左下、左上、右上、右下の四隅
に○を以て示すことにより「上平、下平、上
声、去声」を表す。

　符号○を用いて漢字の四隅に書き添え、中
国語の四声を表示するのは明治・大正時代に
おいて常用されていた方法である。

 （2）符号 ‘ について、凡例の「漢語切音畧
例」で「‘ 符ヲ加フル者ハ。喉頭音及ビ舌音。
唇音ノ喉頭ニ響クモノ。即チ

  ê 俄（‘オー）    tê 得（‘トー）
  ‘ho 河（‘ホー）   lê 勒（‘ロー） 
  sê 嗇（‘ソー）    ‘hêi 黑（‘ヘイ）
  kei 給（‘ケイ）   ‘hu 戸（‘ホウー）
  ‘hua 花（‘ホワー）  ‘huai 懐（‘ホワー）
  k’uai 快（‘クワイ）  kuei 貴（‘クイ）
  chê 這（‘チ

∨
オー）   shê 舎（‘シ

∨
オー）
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  jê 熱（‘ジ
∨

オー）

等ナリ。」と書かれている。
　『合璧』の凡例では、例中の発音表記は
ローマ字を用いてウェード式を採用している
が、正文ではウェード式を採用せずに仮名で
表記している。『合璧』では、発音の仮名表
記は字の上に書いているが、本論文では見や
すいように字の後ろに（ ）に入れて書き添
えることにする。
　しかし、「喉頭音、舌音、及び唇音の喉頭
に響くもの」はいったい何をさすか。この問
いを明らかにするために、筆者は正文中で符
号 ‘ が使用されている例を調査してみた。以
下の例のピンインは筆者が加えたもので、原
文にはない。

①  軟口蓋無気閉鎖音 g を声母とする音節
の大多数

  姑（‘クー）gu   褂（‘クワー）gua
  過（‘クヲー）guo  國（‘コヲ）guo
  桂（‘クイ）gui   怪（‘クワイ）guai
  館（‘クワヌ）guan  光（‘クワン）guang
  哥（‘ ケー）ge   個（‘ケ）ge
  給（‘ケイ）gei   跟（‘ケヌ）gen
  狗（‘コウ）gou

 例外は以下の6つある。

  橄（カヌ）gan   高（カウ）gao
  虹（カン）gang  瓜（クワー）gua
  共（コン）gong  礦９（コン）gong

　「瓜」の仮名表記の「クワー」は特別で、
ほかの同音字はすべて「‘クワー」としてい
るからである。「瓜」の場合は書き漏らしが
あるかもしれない。

　声母 g の音節の例からみると、符号 ‘ の使
用は韻母によって違う。韻母が u、ua、uo、
ui、uai、uan、uang、e、ei、en 及 び ou で
ある場合は ‘ を使っているが、韻母が an、
ao、ang である場合は使っていない。

②  軟口蓋有気閉鎖音 k を声母とする音節
の一部

  刻（‘コー）10　 ke   庫（‘クー）ku
  困（‘クエヌ）kun   快（‘クワイ）kuai

　同じ情況で、 ‘ が使われていない例もある。

  咖（カー）ka   坎（カヌ）kan
  烤（カウ）kao   開（カイ）kai
  孔（コン）kong

　それで、声母 k の音節では、‘ は韻母が u、
un、uai や e である音節において採用されて
いる。

③  軟口蓋摩擦音 h を声母とする音節の一
部

  和（‘ホー）he 　　 很（‘ヘヌ）hen
  戶（‘ホウー）hu   話（‘ホワー）hua
  化（‘ホワー）hua  伙（‘ホヲ）huo
  厚（‘ホウ）hou   黒（‘ヘイ）hei

　同じ情況で、‘ が使われない字もある。

  孩（ハイ）hai   號（ハウ）hao
  旱（ハヌ）han   行（ハン）hang
  紅（ホン）hong  胡（ホウー）hu
  回（ホイ）hui

　 h を声母とし、‘ が採用されている音節の
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韻母は e、ei、en、u、ua、uo、uang、ou で
ある。声母 h はハ行の仮名を以て表してい
る。日本語のハ行音は正確には声門音であっ
て軟口蓋音ではないが、中国語の h と近似
する音としてハ行音があてられている。
　以上のように、符号 ‘ は、舌根音 g、k、h
を声母とする上に、e を主母音とする韻母、
u を介音とする韻母、及び u、ou と結びつく
音節において付けられているのが一般的で
ある。その理由を考えると、g、k、h の発音
は舌の根元、口の奥の方から発する。e、u、
ou を発音する時、舌も後ろから始まる。g、
k、h、e、u、ou が含まれている音節は、発
音する時舌の位置が後ろにあるので、『合璧』
で「喉頭音、舌音」と定義されるようであ
る。
　符号 ‘ は主に以上に載せている声母が g、
k、h である音節に付けられているが、それ
以外にも一部の例にも見られる。

④ e を主母音とする音節の大部分

  本（‘ペヌ）ben   門（‘メヌ）men
  雷（‘レイ）lei   朋（‘ポン）peng
  盆（‘ポエヌ）pen  櫈（‘トン）deng
  等（‘トエン）deng 得（‘ト）de
  疼（‘トエン）teng 色（‘ソー）se
  正（‘チオン）zheng 這（‘チ

∨
オール11）zhe

  疹12（‘チエヌ）zhen 城（‘チオン）cheng
  舍（‘シ

∨
オー）she  神（‘シ

∨
エヌ）shen

  甚（‘シ
∨

エ）shen  繩（‘シ
∨

オン）sheng
  熱（‘シ

∨
オー）re  忍（‘シ

∨
エヌ）ren

 e を主母音としても符号 ‘ が使用されてい
ない例も見られる。

  北（ペイ）bei   没（メイ）ｍ ei
  麼13（モ）me    真（チ

∨
エヌ）zhen 

  著（チ
∨

ヲ）zhe   舌（オー）she
  扯（チ

∨
オー）che  塵（チ

∨
エヌ）chen

  車（チオー）che  人（ジ
∨

ヌ）ren
  爺（イエー）ye

 このように、e を主母音とする音節の中、
韻母が en、eng である音節に符号 ‘ を添える
場合は多く、韻母が e である音節のほぼ半分
に付けるが半分が付けていないが、韻母が
ei である音節は一個しか見られていない。
　単母音 e の発音は日本仮名の「エ＋オ」の
間のような発音になる。日本語には e に相当
する発音がなく、『合璧』は、「オ、ヲ、ウ」
段の仮名をもって表記している。（本論1.2を
参考）そして、符号 ‘ を添えて仮名の本来の
発音をせず、実際の発音に変わるという意味
を表すはずである。しかし、同じ韻母が e で
ある音節にこの符号をつけない例も5つ見ら
れ、作者の迷いがあるようにみえる。
 en、eng の 発 音 に お い て、e は 後 ろ の

［n］、［ŋ］を発音する時の舌の動きの影響
で音色が変わる。日本人にとって、「ウ」、

「オ」、「エ」のどっちに近いか判断にくくな
る。『合璧』は、en を「エ段＋ン」で記し、
eng を「オ段＋ン」で表記している。（本論
1.2を参考）その上、符号 ‘ を添えて仮名の元
の仮名通りに発音をせずに、すぐ後ろの鼻音
に相応するために発音するという意味を表
すと推測できる。その上、舌音 d、t 及び唇
音ｂ、p が声母である音節も見られる。「真

（チ
∨

エヌ）zhen」、「塵（チ
∨

エヌ）chen」には
‘ が付いていない。印刷上の間違いであろう
と思われる。
　二重母音 ei が韻母である音節は3つしかな
く、のみには ‘ がついている。ei では、その
e が日本語の「エ」の音に近い発音になり、
i の音をそえる。『合璧』は「エ段＋イ」を
用いて表記している。（本論1.2を参考）「北
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（ペイ）bei」、「没（メイ）ｍ ei」で符号 ‘ を
つけていないが、「雷（‘レイ）lei」には出て
くる理由は不明である。

⑤ u を韻母または介音とする音節

  退（‘トイ）tui   駝（‘トヲ）tuo
  孫（‘ソウエヌ）sun  索（‘ソヲ）suo
  算（‘ソワヌ）suan
  軟（‘ジ

∨
ヨワヌ）ruan

　同じ条件で使用されていない例もある。

  布（ブー）bu   葡（プー）pu
  母（ムー）mu   父（フー）fu
  肚（ツ○ー）du

 例をみると、u を介音とする韻母がウ段以
外の仮名と繋がる場合は、符号 ‘ が採用され
ている。それで、符号 ‘ をつけるのは、仮名
の本来の音を発せず、後ろに繋がる韻母と合
致しようと発音するという意味を表す。

⑥ ou を韻母とする音節

  斗（‘トウ）dou   頭（‘トウ）tou
  頭（‘トエウ）tou  樓（‘ロウ）lou
  走（‘ツオウ）zou  肉（‘ジ

∨
ォウ）rou

  某（‘モウ）mou

 同じ韻母であってもこの符号が使用されて
いない例もある。

  帚（チ
∨

オウ）zhou  臭（チ
∨

オウ）chou
  瘦（シ

∨
オウ）shou  走（ツオウ）zou

 ou の発音は喉に響くと聞き取る。日本語
には ou という発音と全く同じ発音がないの

で14、符号 ‘ を付けて、仮名の本来の発音を
しなくするように意味する。ところで、符
号 ‘ は、舌音の d、t、l とそり舌音のｒに使
用され、そり舌音の z ｈ、ｃ h、s ｈには使
用されないのは不可解である。声母が唇音ｍ
である「某（mou）」は「‘モウ」と「モウ」、

「們（men）」は「‘メヌ」と「メヌ」のよう
な違う仮名表記がある。これは作者が「唇の
喉頭に響くもの」の判断が曖昧であった結果
と思われる。

⑦  ong を韻母とする音節。但し、次の2つ
の音節のみある。

  籠（‘ロン）long  絨（‘ジ
∨

ヨン）rong

 実 は、「籠（long）」 に は「‘ロ ン」 と「ロ
ン」の2つの仮名表記がある。上記の2例のみ
に符号 ‘ を付けている理由は不明である。
 
⑧ ｒ化音節。1例のみ
 
  末兒（‘モール）mor
 
　この例以外のｒ化音節はすべて ‘ をつけて
いないので、これは印刷上の問題と思われ
る。
　以上のように、符号 ‘ は舌根音 g、k、h が
声母である音節に集中的に付けられている。
そのほか、一部の主母音が e である音節、韻
母が ou である音節にも見られる。符号 ‘ の
使用目的は、日本の仮名の本来の発音をしな
いと表示することである。作者の「唇音ノ喉
ニ響クモノ」は現代の音声学では理解できな
いが、彼自身の聴覚的に喉が響く音節を指す
と思われる。一方、符号 ‘ が付されていなが
ら、その意味が不明な例もある。そのような
状況であるから、符号 ‘ の使用が厳密さを欠
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くと言わざるを得ない。
　しかし、特別な符号 ‘ を作ることによっ
て、『合璧』が日本語にはない中国語の特別
な発音に注意を払ったことはわかる。

 （3） 符号：について、「：符ヲ加フル者は。
嘬口音ニシテ。即チ

  ü 於（イ
・・

ー）   chü 句（チ
・・

ー）
  nü 女（ニ

・・
）    hsü 須（シ

・・
ー）

  lü 呂（リ
・・

ー）   yüan 圓（イ
・・

ヱ）
  chüan 巻（チ

・・
ヱヌ）hsüan  懸（シ

・・
ヱヌ）

  lüan 戀（リ
・・

ヱヌ）等ナリ。」と説明して
いる。

 正文では、嘬口音 ü がある音節は一律に
符号：を書き添えている。例えば、

  驢（リ
・・

ー）lü   具、橘、局（チ
・・

ー）jü
  絹（チ

・・
ヱヌ）jüan  取、去（チ

・・
ー）qü

  泉（チ
・・

ヱヌ）qüan
  雪、靴、學（シ

・・
エー）xüe

  血（シ
・・

ヱー）xüe

である。

 （4） 符号○について、「○ヲ加フル者ハ。舌音
ニシテ。即チ

  tu 都（ツ○ー）   ti 的（チ○ー）
  t’ing 亭（チ○ン）  t’ien 天（チ○ヱヌ）

　等ナリ。」と述べている。
　凡例に挙げている例に出現する声母の

「d、t」は舌尖音である。全書において、d、
t の2つの子音に対応する仮名は一部分だけ
に符号○が添えられている。以下に挙げてみ
る。

① d を声母とする音節

  第（チ○ー）di   的（チ○）de
  的（チ○ー）de   碟（チ○ヱー）die
  鵰（チ○ヤウ）diao  點（チ○エヌ）dian
  頂（チ○ン）ding  肚（ツ○ー）du

 d を声母としても○を添えない例もある。

  大（ター）da    島（タウ）dao
  道（タウル）dao   袋（タイ）dai
  單（タヌ）dan    蛋（タオ）dan
  當（タン）dang   顚（テン）dian
  多（トヲ）duo    鈍（トウヱヌ）dun
  短（トワヌ）duan   冬（トン）dong
  得（‘ト）de     斗（‘トウ）dou
  櫈（‘トン）deng   等（‘トヱン）deng

② t を声母とする音節

  體（チ○ー）ti    鐵（チ○エー）tie
  縧（チ○ヤウ）tiao  天15（チ○エヌ）tian 
  廳（チ○ン）ting   塗（ツ○ー）tu
  土（ツ○ー）tu

 t を声母とする○が添えられていない例も
ある。

  踏（ター）ta    太（タイ）tai 
  桃（タウ）tao   毯（タヌ）tan
  條（タヤウ）tiao  堂（タン）tang
  頭（‘トウ）tou   頭（‘トエウ）tou 　
  退（‘トイ）tui   疼（‘トヱン）teng
  腿（トイ）tui   駝（トヲ）tuo
  通（トン）tong
 
 以上のように、この符号は、声母が d、t
で、韻母が i、e、ie、iao、ian、ing、u であ
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る音節に使用されている。これらの韻母に先
行する声母ｄ、ｔの仮名表記はチ、ツであ
る。日本語のチ、ツは歯擦音で、閉鎖音であ
るｄ、ｔと違っている。それで、符号○の使
用には2つの意味がある。１つは「d、t」が
舌尖音であることを指摘すること、2つは仮
名チ、ツの発音を d、t に変えること。
 
 （5） 符号∨について、「∨ヲ加フル者ハ。開口

齒音ニシテ。即チ

  shên・深 シ
∨

ヱヌ
 
等ナリ。」と説明している。
 凡例に挙げてある他の2例には顕著な間違
いがあるのでここでは略する。符号∨の使用
状況は一体何か、筆者が正文を調べ統計して
みると、この符号はほとんどそり舌音の zh、
sh、sh、r を声母とする音節に使われてい
る。以下に挙げてみる。
 
① 声母が zh

チ
∨

詐（チ
∨

ヤー）zha 　 著（チ
∨

ヲ）zhe

姪、紙、枝（チ
∨

ー）zhi 　 蛛（チ
∨

ウ）zhu

豬（チ
∨

ウー）zhu 　 住（チ
∨

ウ）zhu

站（チ
∨

ヤヌ）（チ
∨

ヤヌ）zhan
真（チ

∨
ヱヌ）zhen 　 照（チ

∨
ヤウ）zhao

帚（チ
∨

オウ）zhou 　 桌（チ
∨

オー）zhuo
鐲（チ

∨
ヨオ）zhuo 　 丈（チ

∨
ヤン）zhang

中、鐘（チ
∨

ヨン）zhong
重（チ

∨
オン）zhong

莊（チ
∨

ヨワン）zhuang

‘チ
∨

這（‘チ
∨

オー）zhe

‘チ 正（‘チオン）zheng

チ 站（チヤヌ）zhan

　この表に載せている例をみると、zh を表
示する仮名のほとんどが右肩に∨を添えてい
る。「站（zhan）」 が「チ

∨
ヤ ヌ」、「チ ヤ ヌ」

の2つの形で表され、「正（zheng）」が「‘チオ

ン」で表されているのは、符号∨が書き漏ら
されたのであろう。

② 声母が ch

チ
∨

叉、茶（チ
∨

ヤー）cha
池、匙（チ

∨
ー）chi 　 廚（チ

∨
ユウ）chu

處、出、朱（チ
∨

ウー）chu
柴（チ

∨
ヤイ）chai

吵、潮（チ
∨

ヤウ）chao
韂、鏟（チ

∨
ヤヌ）chan

春（チ
∨

ユイヌ）chun 　 臭（チ
∨

オウ）chou
船（チ

∨
ヨワヌ）chuan

長、腸、厰（チ
∨

ヤン）（チ
∨

ヤン）chang
橙（チ

∨
ヱン）cheng

誠（チ
∨

オン）cheng
蟲（チ

∨
ヨン）chong

窓、牀、瘡（チ
∨

ヨワン）chuang
茶（チ

∨
ヤー）cha 　 出（チ

∨
ー）chu

處（チ
∨

ウー）chu 　 差（チ
∨

ヤイ）chai
塵（チ

∨
ヱヌ）chen 　 長（チ

∨
ヤン）chang

‘チ
∨

扯（‘チ
∨

オー）che 
‘チ 車（‘チオー）che 　城（‘チキン）cheng
チ○ 蟲（チ○ヨン）chong

 ch の仮名の大部分には∨を加えている。し
か し、 音 節 che、chu、chai、chang、chong 
などには∨を加えているものと加えていない
ものと2つの形が見られる。∨を付けていない
例は少数であるので、作者の書き漏らしだと
思われる。
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③ 声母が sh

シ
∨

鯊（シ
∨

ヤー）sha 　 舌（シ
∨

オー）she
是（シ

∨
ー）shi 　 薯（シ

∨
ウ）shu16

數（シ
∨

ウー）shu 　 少（シ
∨

ヤウ）shao
閃（シ

∨
ヤヌ）shan 　 身（シ

∨
ヱヌ）shen

深（シ
∨

ヱヌ）shen 　 瘦（シ
∨

オウ）shou17

手（シ
∨

オウ）shou 　熟（シ
∨

ヨウ）shou
刷（シ

∨
ワー）（シ

∨
ヨワー）shua

說（シ
∨

ヲ）shuo 　 水（シ
∨

ウイ）shui18

誰（シ
∨

ウイ）shui 　上（シ
∨

ヤン）shang
商（シ

∨
アン）shang 　盛（シ

∨
オン）sheng

‘シ
∨ 舍（‘シ

∨
オー）she 　神（‘シ

∨
ヱヌ）shen

甚（‘シ
∨

ヱ）shen 　繩（‘シ
∨

オン）sheng
シ
・・

霜（シ
・・

ヨワン）shuang

　この表からみると、sh を声母とする音節
では、「霜 shuang（シ

・・
ヨワン）」以外、s ｈを

表す仮名は、すべて符号∨が付けられている。
そのうち、「是」や「水」の仮名表記は2つ
の形を以ている。「霜」には符号∨を書き漏
らした可能性が高いが、『合璧』ではシ

・・
を以

て x を代表するのが普通であるので作者は
「霜」の発音を「xüang」とした可能性もあ
る。

④ 声母が r

ジ
∨

日（ジ
∨

ー）ri 　 人（ジ
∨

ヌ）ren
シ
∨

褥（シ
∨

ウ）ru

‘ジ
∨

熱（シ
∨

オー）re 　忍（シ
∨

ヱヌ）ren
肉（シ

∨
ォウ）rou

輭（シ
∨

ヨワヌ）ruan
絨（シ

∨
ヨン）rong

　ｒを表す仮名はすべて符号∨を付け加えて
いる。

　（6）字の上に横線を引くことによって有気
音を表示する。凡例では「漢字字頭ニ―符ヲ

施スモノハ。出氣ノ記號トス。蓋シ出氣ト
ハ。喉頭ヨリ激發スル音勢ヲ謂フ。而メ出氣
セサル音ハ。之ニ反シテ内ニ吸フガ如キ勢ヲ
謂フ。例ヘバ「茶（チ

∨
ャー）、乍（チヤ）」等ノ

如シ。」と説明している。本論文は読みやす
さの点も考慮して、仮名表記の下に横線を引
く形式に改めている。
　『合璧』では、声母が有気音である字の上
には横線を引いている。しかし、「瀑（パ
ウ）」、「票（ピヤウ）」のような遺漏は偶々あ
る。

　（7）符号 ⌒ について
　凡例には印刷上の間違いがあるので、符
号⌒についての説明が見られない。「tzŭ 子

（ツ⌒ ー）」 と「ssu 絲（ツ⌒ ー）」 の2例 し か 見
られないが、正文では、「絲」の仮名表記は

「ス⌒ ー」となり、凡例と違っている。『合璧』
を通覧して、この符号は5字だけの仮名表記
に見られる。

  子（ツ⌒ ）zi    次（ツ⌒ ー）ci
  司（ス⌒ ー）si   絲（ス⌒ ー）si
  厠（ス⌒ ー）ce

 zi、ci、si は舌歯音である。「次」字は1回
だけでている。「子」は非常に多くあり、発
音の仮名表記が2つ違う形があり、それぞれ
は「ツ⌒ 」と「ツ」である。両者の出現する回
数は均等で、語の選択上にも特別な基準が見
られない。例えば、

  ツ⌒ 　木厰子、飯館子、賣果子的
  ツ　戲子、刀子匠、看園子的

である。
　「絲」 は3回 出 て お り、 そ れ ぞ れ が「絲

（スー）線」（p.34）、「絲（ス⌒ ー）」（p.65）、「煙
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絲（ス⌒ ー）」（p.68）のようである。声母ｃは
仮名「ツ」を以て表すのは普通だとみえるの
で、「厠」が仮名「ス」を用いるのは間違い
と思われる19。ほかには、「si（スー）四」、「zi

（ツー）自」は同じ舌歯音であるが符号⌒が
付けられていない。印刷上の遺漏かもしれな
い。
 さて、『合璧』の中国語の発音の表示符号
は先行した教科書を踏襲したり、後に出てく
る教科書に影響を与えたりしたであろうか。
筆者は『合璧』を『語言自邇集』と対照し
て、両者の符号が全く異なっていると結論し
た。例えば、『語言自邇集』は符号 ‘ を以て
有気音を表している。それに、明治・大正期
の他の12点の教科書と辞典をみても、同じ符
号を使用する本はみつからない。
 『合璧』の発音表示符号は、中国語の発音
が仮名で表記できないことに細かく配慮し
て、舌音、摩擦音、有気音、舌歯音などが適
切に表記されるよう工夫をこらしており、一
定の科学性、独創性を備えていると評価でき
る。

1.2　�『日漢英語言合璧』の韻母の仮名表音体
系

　『合璧』では22の声母（ゼロ声母を含む）
が見られる。これは現在の漢語拼音方案と同
じである。韻母が34が見られ、漢語拼音方案
の ueng の例が見られない。筆者は『合璧』
の韻母の仮名を統計、整理して、漢語拼音方
案のどの韻母が対応するかを、表によって示
すことにした。表では、仮名ごとに用例を1
つ挙げ、特殊な場合は2、3例を挙げる。zi、
ci、si の韻母の i は舌歯音で、他の音節にあ
る舌面音の i と異なるので、符号＊を付けて
表示する。現代の発音と異なる古い発音また
は方言音は記号∞をつけて注で詳しく説明す
る。韻母の仮名系統と外れる仮名表記は
で表記して例外とする。
 『合璧』では、仮名「エ」が小さく書かれ
る場合、旧仮名「ヱ」で記すが、以下では、
統一的に「エ」で表す。仮名「ヌ」には大き
いものと小さいものがあり、特別な意味を持
たないと思われるが、以下の例では原文のま
ま引用する。

仮名表記 例 韻母 仮名表記 例 韻母
ア段 巴（バ） a イ段＋ヨワヌ 船（チ

∨
ヨワヌ） uan

ア段＋ー 八（パー） a イ段＋ヨワン 莊（チ
∨

ヨワン） uang
鴨（ヤー） ia イ段＋ヨワー 耍（シ

∨
ヨワー） ua

ア段＋イ 百（パイ） ai イ段＋ユウ
イ段＋ヌ

留（リユウ） iu
ア段＋ウ 葯（ヤウ） iao 人（ジ

∨
ヌ） en

匍（パウ） u 林（リヌ） in
包（パウ）、
鶴（ハウ）∞20

ao イ段＋ヌ 蘋（ビヌ）21 in

ア段＋ヤウ 條（タヤウ） iao イ段＋ヲ 說（シ
∨

ヲ） uo
ア段＋ヌ 岸（アヌ）、

半（パヌ）
an イ段＋ヨオ 鐲（チ

∨
ヨオ） uo

ア段＋ヌ 萬（ワヌ） uan イ段＋ヨワヌ 軟（‘ジ
∨

ヨワヌ） uan
ア段＋ヌ 晩（ワヌ） uan イ段＋ヨン 兄（シヨン） iong
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ア段＋ン 幫（パン） ang イ
・・

段＋ヌ 雲（イ
・・

ヌ） un
虹（カン）∞22 イ段＋ワー 刷（シ

∨
ワー） ua

洋（ヤン） イ段＋ヲ 著（‘チヲ） e
ア段＋ル 二（アル） er イ段＋ン 明（ミン） ing

ア段＋ーイ 那（ナーイ）23 a ウ段 子（ツ⌒ ）＊ i

ア段＋ウル 道（タウル）24 ao ウ段＋ワー 法（フワー） a

イ段 裏（リ）、
的（チ○）∞

i ウ段＋ワ 髪（フワ） a

呢（ニ）∞ e ウ段＋アー 雜（ツアー） a
女（ニ

・・
） ü ウ段＋アイ 再（ツアイ） ai

イ段＋アー 傢（チアー） ia ウ段＋アウ 早（ツアウ） ao
イ段＋ー 鼻（ピー） i ウ段＋ワヌ 飯（フワヌ） an

驢（イ
・・

ー） ü ウ段＋アヌ 蠶（ツアヌ）、
胖（パヌ）∞25

an

油（ユー） ou ウ段＋ワン 方（フワン） ang
イ段＋ーン 井（チーン） ing ウ段＋アン 髒（ツアン） ang
イ段＋アヌ 站（チ

∨
ヤヌ） an ウ段＋オウ 走（ツオウ） ou

イ段＋アン 商（チ
∨

アン） ang ウ段＋オン 總（ツオン） ong
イ段＋ウ 蛛（チ

∨
ウ） u 風（フオン） eng

イ段＋ウー 初（チ
∨

ウー） ウ段＋ー 厠（ス⌒ ー）26 e

イ段＋ウイ 水（シ
∨

ウイ） ui 自（ツー）＊ i
イ段＋ウイ 稅（シ

∨
ウイ） ui 布（ブー） u

イ
・・

段＋ヱ 月（ユ
・・

ヱ） ue ウ段＋エイ 飛（フエイ） ei

イ段＋エ 甚（シ
∨

エ） en ウ段＋エヌ 分（フエヌ） en

イ段＋ユー 秋（チユー） iu ウ段＋エン 怎（‘ツエン） en

イ段＋エー 別（ピエー）、
血（シエー）27

ie ウ段＋ウー 祖（ツウー） u

イ段＋エー 鐵（チエー） ie ウ段＋ウー 醋（ツウー） u
イ段＋エヌ 便（ピエヌ） ian ウ段＋ワー 褂（‘クワー） ua

泉（チ
・・

エヌ） uan ウ段＋ヲー 國（‘クヲー） uo
震（チ

∨
エヌ） en ウ段＋ウオ 昨（ツウオ） uo

イ段＋エヌ 邊（ピエヌ） ian ウ段＋アオ 左（ツアオ） uo
イ段＋エヌ 身（シ

∨
エヌ） en ウ段＋オー 鎖（スオー） uo

イ段＋オウ 帚（チ
∨

オウ） ou ウ段＋ワイ 怪（‘クワイ） uai
イ段＋オウ 手（シ

∨
オウ） ou ウ段＋ワイ 快（クワイ） uai
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イ段＋オー 舌（シ
∨

オー） e ウ段＋イ 桂（‘クイ） ui
桌（チ

∨
オー） uo ウ段＋ウイ 嘴（ツウイ） ui

イ段＋オン 正（‘チオン） eng ウ段＋ワヌ 館（‘クワヌ） uan
重（チ

∨
オン） ong ウ段＋オワヌ 鑚（ツオワヌ） uan

イ段＋ヤー 家（チヤー） ia ウ段＋エヌ 困（‘クエヌ） un
イ段＋ヤ 甲（チヤ） ia ウ段＋ワン 光（‘クワン） uang
イ段＋ヤー 詐（チ

∨
ヤー） a エ段＋イ 北（ペイ） ei

イ段＋ヤイ 柴（チ
∨

ヤイ） ai エ段＋ヌ 本（‘ペヌ） u
イ段＋ヤウ 錶（ピヤウ）、

雀（チヤウ）∞28

iao エ段＋ー 野（エー） ie

イ段＋ヤウ 鵰（チ○ヤウ） iao エ段＋ン 顚（テン）29 ian

イ段＋ヤヌ 站（チ
∨

ヤヌ） an オ段＋ウー 戸（‘ホウー） u
イ段＋ヤン 丈（チ

∨
ヤン） ang オ段＋ワー 話（‘ホワー） ua

イ段＋ヤン 亮（リヤン） iang オ段＋ヲ 多（トヲ） uo
イ段＋ユウ 廚（チ

∨
ユウ） u オ段＋ー 駱（‘ロー） uo

イ段＋ユイヌ 春（チ
∨

ユイヌ）30 un オ段＋イ 退（‘トイ） ui

イ段＋ヨウ 熟（シ
∨

ヨウ） ou オ段＋ワヌ 短（トワヌ） uan
イ段＋ヨン 中（チ

∨
ヨン） ong オ段＋ウエヌ 鈍（トウエヌ） un

イ段＋ヨン 絨（‘シ
∨

ヨン） ong オ段＋エヌ 輪（‘ロエヌ） un
窮（チヨン） iong オ段＋エヌ 倫（‘ロエヌ） un

　以上を、韻母を基準として、規則をまとめ
ると以下のようになる。

韻母
規則

（同一仮名は大小に関わらず
大きい仮名で書く）

韻母
規則

（同一仮名は大小に関わらず
大きい仮名で書く）

a 「ア段」或は「ア段＋ー」 で終わる in 「イ段＋ヌ」で終わる
ai 「ア段＋ー」で終わる iang 「ヤン」で終わる

ao 「ア段＋ウ」で終わる ing
「イ段＋ン」或は「イ段＋ーン」で
終わる

an 「ア段＋ヌ」で終わる iong 「ヨン」で終わる
ang 「ア段＋ン」で終わる u 「ウ」或は「ウ＋ー」で終わる
o 「オ段＋ー」で終わる ua 「ワー」で終わる

ou 「オ段＋ウ」で終わる uo
「オ、ヲ」或は「オー」、「ヲー」で
終わる

ong 「オ段＋ン」で終わる uai 「ワイ」で終わる

－151－

明治・大正期における日本人のｒ化音の学習



e
「オ、ヲ、ウ段」或は「オ」、「ウ段
＋ー」で終わる

uei 「ウイ」或は「イ」で終わる

ei 「エ段＋イ」で終わる uan 「ワヌ」で終わる
en 「エ段＋ン」で終わる uen 「エヌ」で終わる
eng 「オ段＋ン」で終わる uang 「ヨワン」で終わる

i 「イ」或は「イ＋ー」で終わる ü 「イ
・・

段」或は「イ
・・

段＋ー」で終わる
ia 「ア段」或は「ア段＋ー」で終わる üe 「ユ

・・
エ」

ie 「エ＋ー」で終わる üan 「イ
・・

段＋エヌ」
iao 「ヤウ」で終わる üen 「イ

・・
ヌ」

iou 「イ段＋ー」で終わる er 「アル」
ian 「エヌ」で終わる

　上掲の韻母を表す仮名表記においては、韻
母が e である場合、仮名表記はオ、ヲ、ウ或
はオ、ウ段の仮名で終わる。だが、これら
の仮名の発音は［e］と近くなく、［o］或は

［u］に近い。何故これらの仮名を採用した
のかと考えると、e を発音する時の舌の位置
が大体 o と同じ（o より稍高い）であり、か
つ、e は非円唇、o は円唇で、区別するのが
難しいからであろう。o の唇形を狭くすると
u 音になる。日本語には中国語の e に相当す
る母音がないので、e の発音方法について、
現代の日本で使われているある中国語の教科
書は、「日本語の「エ」を発音する時の唇の
形で、のどの奥から「オ」を発音する」31とい
うように説明している。そのため、初級の日
本人学習者はともすれば「オ」と発音してし
まう。
　更に、上掲の表で収集した韻母の仮名表記
からは、以下のような規則が発見できる。
 ①  i で終わる韻母（ai、ei、ui、uai）は、

すべて仮名「イ」で終わる。
 ②  前鼻音の –n で終わる韻母（an、en、

in、un、ian）は、ほとんど小さい仮
名「ヌ」で終わる。特殊な例は「站

（チ
∨

ヤヌ）」、「身（シ
∨

エヌ）」、「怎（‘ツ
エ ン）」、「顚（テ ン）」、「船（チ

∨
ヨ ワ

ヌ）」、「軟（‘ジ
∨

ヨ ワ ヌ）」、「萬（ワ
ヌ）」であり、これらは「ン」または
大きな「ヌ」を用いている。

 ③  後鼻音 –ng で終わる韻母（ang、ong、
ing、iang、iong、uang）は、1つの例
外「胖（パヌ）」を除いて、すべて仮
名「ン」で終わる。

 ④  単韻母が a、及び主母音が a である複
韻母（a、ia、ua）は、1つの例外「那

（ナーイ）」を除いて、すべて「ア段の
仮名」、或は「ア段の仮名＋ー」で終
わる。

 ⑤  3つ以上の仮名符号で表し、韻母が –
n、–ng で終わるもの以外の音節は、
大部分が2番目の仮名を小さくして右
肩に書き添える。例外は「站（チ

∨
ヤ

ヌ）、「道（タウル）」、「雀（チヤウ）」、
「錶（ピヤウ）」、「條（タヤウ）」だけ
である。

２　『日漢英語言合璧』のｒ化音
2.1　『日漢英語言合璧』のｒ化語
 『合璧』には多くのｒ化語が載っている。
筆者の統計によると、ｒ化語は95個あり、
198回登場する。それらのｒ化語を以下に並
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べる。使用されている回数が2回以上ならば
その数字を後ろにつける。

  今兒（2）  今兒個（2）  兒  後兒
  昨兒  前兒（2）  花兒洞子  裏兒
  女孩兒  小孩兒  侄女兒  媳婦兒
  嘴唇兒  下巴頦兒  房頂兒
  杌凳兒  取燈兒（2）
  七星罐兒 汗禢兒  戒指兒  頂針兒
  兜兒  鈕子眼兒  信封兒  墨盒兒
  胡椒麵兒  杏兒  棗兒  山藥豆兒
  家兎兒  松鼠兒  羊羔兒  猴兒
  鸚哥兒  家雀兒  小雞兒  蝴蝶兒
  火虫兒  跑堂兒的  貓兒眼
  麻子臉兒  茶葉末兒  中中兒
  等一等兒  一塊兒（2）瞧兒  名兒
  油味兒  靜靜兒的  會兒32  這溜兒
  克蘭合店兒（2）  幾步兒  雞子兒
  小塊兒（2）  飯廳兒  一樣兒
  錯兒  總碼兒  門口兒  待一待兒
  那邊兒  下邊兒  左邊兒  個兒
  分兒33（2）  煙捲兒  球兒房  球兒
  跑堂兒的  現成兒的  鞋後跟兒
  儘溜頭兒  賠本兒  坎肩兒（2）
  下兒34  時候兒（2）  沒準兒
  幾兒（2）  等等兒  歇歇兒
  抄近兒  信皮兒  剃頭刀兒
  多兒錢  小妞兒  這兒（9）
  歲數兒（6）  道兒（7）  一點兒（4）
  點兒35（33）  那兒（＝哪兒）36（21）
  那兒37（6）  樣兒38（10）

 ｒ化語の中で、出現頻度が高いのは「那兒
（＝ 哪 兒）」、「様 兒」、「這 兒」、「那 兒」、「道
兒」と「歲数兒」である。「那兒（＝哪兒）」、

「様兒」、「這兒」、「那兒」は会話でよく使用
されている語で、「道兒」と「歲数兒」は道
順を聞く会話と年齢についての会話があるた

め、多く出現する。語によってはｒ化と非ｒ
化の2つの形が見られるが、使用度数はどち
らもほぼ同じである。例えば、「時候兒」と

「時候」などがそうであろうと思われる。
 『合璧』にあるｒ化語が常用の語であるか
どうかを確認するために、筆者は『北京話兒
化詞典』39を一々調べた。その結果、96％の語
が収録されており、収録されていないのは4
つしかない40。このため、『合璧』にあるｒ化
語は常用であろうと思われる。

2.2　『日漢英語言合璧』のｒ化音
2.2.1　『日漢英言語合璧』のｒ化音の注音方法
 『合璧』において、「兒」は、名詞として、
例えば「○兒（アル）子」という語を作る場
合、左肩の○によって第2声であることが示
され、仮名で「アル」と記されている。一
方、ｒ化語の場合は、

   

のように、「兒」の前には短い線「－」が入
り、「兒」の声調は記されていない。表音仮
名は「アル」から「ル」と変わるのみなら
ず、「兒」の上41に記されずに前の漢字のすぐ
上に、あたかも合体して一字を成すように書
かれている42。「ル」の字の大きさについて
は、多くの場合小さく書かれるのに対して、
一部の語では大きい「ル」が出現する。その
差異が何を表しているかについては、後文の
2.2.2で検討する。
 ｒ化音は、本来の音節と声調を失い、直前
の韻母と融合する現象であるから、『合璧』
のｒ化音の注音方法はこの規則に沿ってい
る。
 『合璧』の凡例に、ｒ化語の発音について
記述が見られる。
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　 　語気ニ依テ字音ノ短縮スルモノアリ。
例ヘバ孩兒二字ノ如キ。其字音ヲ分テ
バ。（孩兒ハイアル）トナルモ。言語ノ勢
ニ於イテハ。（ハル）ト成ル。此他一點兒
ハ（イチ°エール）。個個兒ハ（‘コーコル）
等。此例ニ準ズ。

 その「字音ノ短縮」は前の音と合併する変
化を指すはずである。『合璧』のｒ化音の注
音方法もｒ化についての説明も、基本的にｒ
化音の音声現象としての特殊性を指摘したも
のである。

2.2.2　『日漢英語言合璧』のｒ化韻
 『合璧』には、ｒ化韻が23ある。北京語の
ｒ化韻の「uangr」、「uengr」と「iongr」の
3つが見られない。ｒ化に際しては音声交替
規則があり、韻母の最後の音素が捲舌動作と
共存できるかによって音交替が起こる。この
部分は『合璧』のｒ化韻の仮名表記とｒ化の
音交替の規則を考察する。
 以下、韻尾及び韻母ごとに『合璧』の中の
ｒ化語の例43を挙げる。同じ音節がない場合
は空白にする。

① 韻尾が i

韻母の
交替

基礎音節4

の仮名 ｒ化語 ｒ化音節
の仮名

ai>ar ハイ 孩兒 ハル
タイ 待兒 タール

uei>uər ウオイ 油味兒 ウヲル
ホイ 會兒 ホル

uai>uar ‘クワイ 塊兒 ‘クワール

 韻尾が「i」で終わる字がｒ化すると、韻
尾「i」が脱落し、主母音が捲舌母音化する
という音交替がある。『合璧』は「i」に対応
する「イ」を削除し「ル」を加えており、こ

の規則に従っている。

② 韻尾が –n

韻母の
交替

基礎音節
の仮名 ｒ化語 ｒ化音節

の仮名

an>anr ペヌ 一半兒 バル
チエヌ 前兒 チエル

イエヌ・イエヌ 眼兒 イエール

チ○エヌ 店兒・點
兒

チ○エル

ian>ianr チエヌ 坎肩兒 チエール

リエヌ 臉兒 リエール

ミエヌ 麪兒 ミエル

ピエヌ 邊兒 ピエル
uan>uar ‘ クワヌ 七星罐兒 ‘クワール

en>ər ‘ ペヌ 賠本兒 ‘ ペール

フエヌ 分兒 フエル

‘チ
∨

エヌ 頂針兒 ‘チ
∨

ェル
鞋後跟兒 ‘ コール

in>iər チヌ 近兒 チル

チヌ 今兒 チル
uen>uər 準兒 チ

∨
ユイル

チ
∨

ユイヌ 嘴唇兒 チ
∨

ユイル
üan>uar チ

・・
エヌ 烟卷兒 チ

・・
エル

 「n」は捲舌を妨げるので、ｒ化する時
「n」を削除し、主母音の上でｒ化するとい
う規則がある。『合璧』は、「n」を小さい

「ヌ」を以て表す。ｒ化音では、小さい「ヌ」
を消し、代わりに「ル」を付け加えている。

「肩兒」、「臉兒」、「本兒」ではその上長音を
加えている。長音を加える意味がよくわから
ないが、「ヌ」を取り消すのはｒ化の音交替
規則を守っている。
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③ 韻尾が –ng

韻母の
交替

基礎音節
の仮名

ｒ化語 ｒ化音節
の仮名

ang>angr ヤン 樣兒 ヤル

タン 跑堂兒的 タール

ong チ
∨

ヨン 火虫兒 チ
∨

ヨル
eng>engr ‘トン・

‘トエン
杌櫈兒 /
取燈兒

‘トエル

フオン 信封兒 フォール・
フオル

‘チ
∨

エン 現成兒 ‘チ
∨

オール

‘シ
∨

オン 聲兒 ‘シ
∨

オル
チ
∨

ヨン 中中兒 チ
∨

オル

ing ミン 明兒 ミル
ミン 名兒 ミール

チ○ン 飯廳兒 チ○ル

チン 靜靜兒的 チル
チ○ン 房頂兒 チ○ール

 –ng で終わる音節はｒ化する際に、-ng を
取って、主母音が鼻音化した上でｒ化する。
表から見られるように、『合璧』は -ng を仮
名「ン」を用いて表しているが、ｒ化語の
中、「跑堂兒的」、「現成兒」、「房頂兒」、「信
封兒」の4つは、「ン」を「ル」に変えるのみ
ならず、後ろに長音符号を加える。（「信封
兒」は長音を加えない形と長音を加えた形
の2つがある。）「長音＋ル」という形は「ər」
を表す意味があるが、ここではその必要がな
いので、意味は不明である。もしただ主母音
を長くするというと、母音が鼻音化する規則
とは関係がないので、作者自身の判断によっ
た結果であろう。
 しかし、大部分のｒ化音の仮名表記は、た
だ「ン」を大きい「ル」または小さい「ル」
へ切替えている。『合璧』の表記は、韻尾
-ng の消失を表示しているが、主母音が鼻音
化することは表示していない。

④ 韻母が i、ü

韻母の
交替

基礎音節
の仮名 ｒ化語 ｒ化音節

の仮名

i>iər

リ45 裏兒 リール

チー 小雞兒 チール

チー 幾兒 チル

ピー 信皮兒 ピール

ü>üər
ニ
・・

姪女兒46 ニ
・・

ール
ニ
・・

孫女兒 ニ
・・

ル

 「i」「ü」を主母音とする韻母は、ｒ化する
時にもとの音節に「ər」音を加える。『合璧』
では、主母音が「i」であるｒ化語の表記に3
つの形式がある。「裏兒」は、ｒ化韻の仮名
表記は「ール」を加え、「幾兒」は長音を消し
て長音「ル」を加え、「小雞兒」と「信皮兒」
は「ル」のみを加える。
 「ü」を主母音とする韻母のｒ化の表記に
は、「ル」または「ール」を加える2つの形が
見られる。
 このように、「ール」が「r」と区別する

「ər」音を表しているとすならば、作者は主
母音「i」「ü」を含む韻母がｒ化する時の特
別の音交替に、ある程度の注意を払っていた
ことになる。

⑤ 韻母が舌尖母音 -i

韻母の
交替

基礎音節
の仮名 ｒ化語 ｒ化音節

の仮名

i>ər
ツ、ツ⌒ 雞子兒 ツル
チ
∨

ー 戒指兒 チ
∨

ール

チ
∨

ー 姪兒 チ
∨

ール

 「-i」で終わる韻母がｒ化すると「-i」が読
まれずに「ər」音をつける。
 韻母が舌尖母音 -i である音節では、仮名
表記で長音符号がついている。ｒ化すると、

『合璧』はもとの韻母の上に「ル」を加える。
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こうすると、「ər」を示す長音表記で示して
いる。

⑥  韻 母 a、o、e、u、ia、ua、ao、ou、uo、
iou はｒ化すると、主母音が変わらず

「ｒ」が加わる

韻母の
交替

基礎音節
の仮名 ｒ化語 ｒ化音節

の仮名

a>ar
ター 汗褟兒 タール

那兒 ナール

マー 碼兒 マール
o>or 茶葉末兒 ‘モール

e>er

‘ コー
哥兒們・個
兒

‘コール

‘コー 鸚哥兒 ‘コル
コ ‘ー 下巴頦兒 ‘コル
‘ホー 墨盒兒 ‘ホール

這兒 ‘チ
∨

オール

u>ur

フー 媳婦兒 フール

ホウー 鼻煙壺兒 ‘ ホウール

ツ○ー 家兎兒 ツ○ール

シ
∨

ウ 松鼠兒 シ
∨

ユール
シ
∨

ウ 歲數兒 シ
∨

ウル

ao>aor

タウ 道兒・刀兒 タウル

マウ 貓兒眼 マウル

ツアウ 棗兒 ツアウル

羊羔兒 カウル

ou>our

‘トウ
兜兒・山葯
豆兒

‘トウル

‘トウ
老頭兒・頭
兒

‘トウル

‘ ホウ
猴兒・時候
兒

‘ ホウル

門口兒 ‘ コウル

ia>iar シヤー 下兒 シャール

ie>ier
シエー 歇歇兒 シエル

チエー 姐兒們 チエール

チ○エー 蝴蝶兒 チエール

ua>uar
‘ホワー 花兒洞子 ‘ホワル
‘ホワー 花兒匠 ‘ホワール

uo>nor
錯兒 ツヲール

多兒錢 トヲル

iou>iour

リユウ 溜兒 リユル

チユー 球兒 チユル

ニュウ 妞兒 ニュール
ニュウ 小妞兒 ニユウール

üe>üer チヤウ 家雀兒 チヤウル

　この表からみると、大部分の韻母がｒ化す
る時に大きいまたは小さい「ル」を加え、音
交替の規則に従っている。ただし、3つの特
殊な現象があり、音交替の規則に違反して
る。
 ①  「哥兒」、「頦兒」、「歇兒」、「球兒」は

もとの長音を取って「ル」を加える。
 ②  「鼠兒」、「妞兒」は「—ル」を加える。
 ③  「溜兒」はもとの仮名「ウ」を消して

「ル」を加える。
 それに、ｒ化韻の仮名表記には大きい

「ル」と小さい「ル」が見られるが、書き分け
の条件は見いだせない。

３　�明治・大正期における日本人の
ｒ化音への認識諸相

3.1　�明治・大正期の日本人のｒ化音への認
識諸相

 明治・大正期の北京官話学習書におけるｒ
化語の状況について、筆者は約30点の資料を
調べた結果、ｒ化語について記載があるのは
12点であった。以下にそれらの書名、著者と
出版年を挙げ、具体的な記載を紹介する。

 『日清会話』参謀本部
 明治27年（1894年）
 『支那語独習書』宮島大八　
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 明治33年（1900年）
 『清語会話案内』西島良爾
 明治33年（1900年）
 『清語教科書』西島良爾
 明治34年（1901年）
 『四声標註支那官話字典』西島良爾・牧相愛
 明治35年（1902年） 
 『支那語辞彙』石山福治
 明治37年（1904年）
 『初歩支那語独修書』原口新吉
 明治38・39年（1905、06年）
 『清語正規』清語学堂速成科明
 明治39年（1906年）
 『日華語学辞林』井上翠
 明治39年（1906年）
 『支那語独習全書』石山福治
 大正2年（1913年）
 『最新実用支那語教科書』西島良爾・林達道
 大正4年（1915年） 
 『実用支那語教本：北京官話』本田清人
 大正6年（1916年）

 （1）『日清会話』
　『日清会話』のなかで、「兒」字の本来の発
音の仮名表記は、「兒（アル）子」の例から
みると「アル」である。ｒ化音では、普通直
接「ル」を付け加えるのみで、音交替の規則
が反映しているのを見出し得ないが、時々仮
名に変化がみえる。

  小孩（ハイ）子 → 女孩（ハー）兒
  好（ハオ）好（ハーオ）兒的
  等（ターン）一等（ター）兒

 しかし、ｒ化音の仮名の変化は統一してい
ない。例えば、「女孩兒」は以上の表記方法
のほか「女孩（ハイー）兒」もある。

 （2）『支那語独習書』
 本書では、「○兒（ア ル゙）子」のように、
非ｒ化語の場合は「兒」を第2声の声調表記
と「ア、、ル」で表示する。「鳥○（ニャオ）○

兒（ル）」のように、ｒ化語の場合は「兒」
が第2声のままだが、仮名は「ル」に変わっ
て い る。「響 聲（シ ョ ヌ） 兒」、「請 吃 點○

（デェン）○兒（ル）點○（デェン）心」のよ
うに、ｒ化語においても「ｎ」「ng」に対応
する「ン」と「ヌ」を削除せず、音声交替を
反映させていない。

 （3）『清語会話案内』
 本書には四声が付いていない。ｒ化語が豊
富に見られる。ｒ化語の品詞は名詞が一番多
く、動詞、形容詞、副詞もある。「兒」は非
ｒ化語では、「過繼兒（アル）子」のように

「アル」によって表音され、ｒ化語の場合韻
母に関わらず「ル」を採用するのが圧倒的多
数である。ただ「レ」「ール」「ヌレ」等で記
した例外が5つだけ見られる。

  跑堂（タン）兒（レ）的
  杏（シン）兒（レ）
  砍（カヌ）肩（チエ）兒（ヌレ）
  變戲法（フワ）兒（ール）的
  花（ホワ）兒（ール）匠

　これらは印刷上の間違いと判断した。前
の3例と同じ韻母を持つ字は「幫忙（マン）
兒（ル）的」、「房頂（デン）兒（ル）」、「飯
館（コワヌ）兒（ル）」のような表記が一般
的 で、 即 ち「レ」 は「ル」、「肩（チ エ ヌ）」
と「肩」にあるはずである。「法兒」・「花兒」
においても、例えば「一枝花（ホワー）兒

（ル）」の例に見られるように、「ール」の長
音符はそれぞれ前の「花」、「法」にあるべき
ものである。
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　一方、主母音や韻尾の音交替は、大部分の
例に反映されていない。

  澡堂（タン）子→跑堂（タン）兒的
  眼（エヌ）睛→肚臍眼（エヌ）兒　
  花（ホワー）子→一枝花（ホワー）兒
  小雞（チー）→小小雞（チー）兒

　「點」「今」はｒ化に伴って仮名表記に変更
が加えられ、例外的である。

  慢着點（デ）説→査點（デヌ）兒
  小心點（デ）兒
  比我矮一點（デャー）兒　
  今（チヌ）天→今（チン）兒

 ｒ化ではない場合の「點」は、韻母「ian」
の韻尾「n」に当たる「ヌ」がみられず、ｒ
化すると「査點兒」では「ヌ」を加えるが、

「小心點兒」「比我矮一點兒」では「ヌ」を
つけない。「今」は「チヌ」がｒ化によって

「チン」と変わるのが理解できない。

 （4）『清語教科書』
 本書において、声調について「聲音ノ變
化」に「去聲同字重複シ語尾ニ虚字「兒」ヲ
有スルトキハ中ノ字ヲ上平ニ變聲スベシ47」
という解説がある。すなわち、第4声の単音
節語が重複して成る畳語は、ｒ化すると、2
番目の音節は第1声になるという。しかし、
変調規則では、形容詞の畳語はｒ化すると2
番目の音節は第1声になるべきだが、第4声の
単音節語から成る畳語に限られない。それ
で、本書のｒ化による変調の解説は不完備で
ある。
 ｒ化語の表音について、「過繼○兒（オル）
子」「太陽冒嘴○（ツイ）○兒（ル）」のように、

「兒」の仮名を「オル」から「ル」と変え、

声調は第2声と表記し、音交替を表していな
い。

 （5）『四声標註支那官話字典』
 『四声標註支那官話字典』は字典と冠され
ているが、一字から句まで見出しとして並
べる。ｒ化語の数は多い。ｒ化する前の品
詞は、名詞が一番多いが、動詞の「竟貪玩
兒」「打顫兒」「擺設兒」なども豊富にみえ
る。「兒」はｒ化語尾でない場合、「過繼兒子

（コオーチイオルツ）」のように「オル」で表
音する。ｒ化語の場合は「字眼兒（ツゥエ
ヌル）」のように「ル」となる。-n（「ヌ」）、
-ng（「ン」）の脱落現象は発音表記に現れて
いないことが確認できる。

 （6）『支那語辞彙』
　『支那語辞彙』は中日字典であり、本文は
495頁で、頁ごとに均等に10語の見出しが見
られるので大体4,950の語数を収録している。
そのうち、ｒ化語はたまにしか見当たらな
い。数えたところ語数は僅か138で、全部の
語の2.7％ぐらいを占める。ここまでに取り
上げた教科書、字典の積極的にｒ化語を収録
している様子とは異なり、石山が字典にはで
きれば口語より文語を登録しようと考えた
か、と推測できる。
　『支那語辞彙』は「兒」字を説明する時に、

「息子、小兒、名辭と結合して其意味を完全
にするに用ひらる」と書いているように、

「兒」の「語尾」としての用法を意識してい
たことがうかがえる。「兒」は第2声、「ア○

ル」を以て注音され、ｒ化語にあっても不変
で、同様に扱っている48。大正10年改訂版の

『支那語辞彙』もこれを継承した。

 （7）『初歩支那語独修書』
 『初歩支那語独修書』の「音の變化」の部
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分では、「（○兒）只字音ヲ発スルノミニテ無
意義ニ名詞ニ附セラルゝ者甚ダ多シ此場合ノ

（○兒）ハスベテ上平ニ變ズ」と解説してい
る。また、「子供」を意味する場合は「○兒ハ
字義ヲ有ス故ニ四聲ヲ變化セズ」（傍線は原
文のまま、以下同じ。）であるために「○兒

オェル

○

子
ツ

」と読むのに対して、ｒ化語の「○今
チ

○兒
ル

　

●村
ツョエ

○兒
ル

　○花
ホワ

○兒
ル

」は「三ツノ名詞ニ附セラレ
タル○兒ハ只ルノ音ヲ發スルノミニテ何タル
字義ヲ有セズ故ニスベテ上平ニ變ス」と、例
を挙げながら説明している。
 文法の部分では、ｒ化についての記載もあ
る。

 　 「兒」
  　本来の意義を為すときに四聲「下平」に

して「アル」の音なり
  　此例に用いられるゝ場合此字の上に音脚
（ン）若くは（ヌ）を有する文字の在ると
きには其（ン）或は（ヌ）は消ゑ去りて發
音せず左の例の中に其形あり、特に注意せ
よ　例：猴兒 棗兒 勁兒…．．．49

　本書に載せているｒ化語をみると、「兒」
はｒ化語では「ル」で音を表記する。韻尾が
-n である時ｒ化韻の仮名表記は音交替の規
則に従う。韻尾が -ng であると、-ng に対応
する「ン」を取り「ル」を加えるのは、主母
音の鼻音化を反映していない。「兒」の声調
について、「上平（第１声）に変へる」と規
定している点には誤りがある。「兒」は前の
韻毋に影響を与えた同時に、自身も併せて一
音節になってしまうので、声調は前の字の声
調に従うこととなる。第1声に変わるとは限
らないのである。

 （8）『清語正規』
　『清語正規』の序文には清語学堂の長であ

る原口新吉の署名がある。『初歩支那語独修
書』と同じく原口が関わる書だからだろう
か、2冊の教科書は重なる内容が多く、ｒ化
語についての記載と用例も殆ど相違がない。
ｒ化語の性質について、『清語正規』の「四
聲の變化」に、

　 　（○兒）は只其字音を殘するのみにて無意
味の助詞として或名詞に附加せらるる場合
甚だ多し、此の如き場の（児）（子）の四
聲は總て上平に變じて可なり50

　　例：　●村
ツォエ

○兒
ル

51　○花
ホワ

○兒
ル

と書いている。「兒」を、「子」と共に助詞と
定義している。ｒ化は本質的に一種の形態音
韻論的現象で、「子」は接尾語である。さて、

「兒」を加える理由は、後文の「無意味の加
字」で、

　 　清語には同音の字多きが故に名詞の一字
より成るものは四聲のみにては其何たるを
判別し難きこと多し。故に一字若くは二字
より成る名詞には無意味の字を加え…　

　　例：　 蓋
カ

○○兒
ル

　○猴
ホォウ

○兒
ル

　海
ハイ

○
○邊

ビエ

○兒
ル

　　　　　外
ワイ

○套
タオ

●○兒
ル

と説明している。ここはただ名詞の場合の理
由を述べるにとどまる。ｒ化に実質上の意味
がないのは事実であるが、意味を変えたり、
動詞を名詞に変えたり、語気を和らげたりす
る文法上の意味があるはずだ。
　『清語正規』は、ｒ化の場合の「兒」の声
調を第1声に変えるとの説明が『初歩支那語
独修書』と同じである。「兒」の仮名がｒ化
語で「アル」から「ル」と変えている。ｒ
化された音交替について、『清語正規』は韻
尾が「n」「ng」の場合は、韻尾が削除され、
主母音が捲舌母音化する規則を特別に扱って
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いる。

 （9）『日華語学辞林』
　『日華語学辞林』は井上翠により、権威あ
る工具書として広く利用されていた52。その
中には、ｒ化語も大量に収録されている。

「兒」の項目で「○ 兒（ÊRH・アル）息子。
小児。名詞代名詞ノ接尾語トシテ用ラル。」
と解釈しているように、井上はｒ化語の言語
現象についてよく知っている。ｒ化語におけ
る「兒」の表記は、仮名は「アル」ではなく

「ル」となるが53、声調表示は第2声のままで
ある。「心眼（イエヌ）兒」「杏（シン）兒」
のように、仮名による音交替を試みた形跡は
見当たらない。

 （10）『支那語独習全書』
　『支那語独習全書』は理論を主にし、用例
が少ない。音韻、四声の知識を章立てしてい
るが、ｒ化語を特別に説明してはいない。た
だ、「去聲音の同字が相連りて、其次に「兒」
を有する時は次の一字が上平音に變ずるこ
と54」の記述が見られる。例えば、

　　快●●快○兒（ル）的55　慢○○慢○兒（ル）的

である。これはしかし、これはしかし、ｒ化
語の音交替規則では、形容詞の畳語で2番目
の音節は第1声になり、第4声の単音節語から
成る畳語に限られない。本書のｒ化による変

調の解説は不完備である。
　『支那語独習全書』では、ｒ化語は音交替
の現象が表されていない。「兒」の仮名表記
の変化と畳語以外の「兒」の変調は見られ
る。「○兒（アル）子」、「小○孩○兒（ル）」か
らみると、「兒」は「アル」から「ル」に、
第2声から第１声に変わる。
 ほかに、「那○（ナ）個→那○（ナ）兒（ル）
有 他 的」「那 ○（ナ ー） 個（イ コ） → 那 ○

（ナー）兒（ル）有偺們的56」の「那」は長音
により声調を区別していること57が窺える。

 （11）『最新実用支那語教科書』
 『最新実用支那語教科書』は語を表音せず、
ｒ化語については「去聲同字重複シ語尾ニ助
辭「兒」ヲ有スル場合ハ中ノ字ヲ「上平」に
變聲スル58」と解説している。この記述は上
の（4）と（10）の教科書に見られるものと
同じである。

 （12）『実用支那語教本：北京官話』
　本書の「語法大要」ではｒ化された韻母の
音交替について「○今○兒　○明○兒ノ如ク○兒
ノ上ニヌ若クハン即チ（n）若クハ（ng）ト
云フ窄音又ハ寬音ヲ冠リタル場合ハヌ若クハ
ンハ響カザル音トシテ直チニアルト發音スル
ヲ普通トナセリ59」とある。本文はローマ字
はウェード式で表音しており、単語部分に
載せている計43個のｒ化語をみると、表音
上、「今（chin）天＝○今（chin）○兒（erh）」

rh の前の韻母60：
 韻母 o ou an  en  ai ao e  iu ie  ua ang eng
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 回数 1 1 3 1 1 4 3 1 2 1 2 1

erh の前の韻母61：
 韻母 o e i ü ao uo ou an en i n un ang ing ong
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 回数 1 1 2 1 2 2 2 2 1 1 1 1  3  1  1
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のように、ｒ化された音交替が見られない。
「兒」の表音は、21例が「rh」、22例が「erh」
で記されているように異なっている。「rh」
は韻尾 n、ng を持つ韻母に、「erh」はそれ
以外の韻母にそれぞれ接続する形であると予
想されるが、調べると以下の結果となり、規
則が全くない。
　『実用支那語教本：北京官話』はウェード
式を用いて発音を表記しているとみえるの
で、ここでは『語言自邇集』に見られるｒ化
語表記に調査の手を伸ばしてみよう。そこで
は、「兒」は単音節である時「êrh2」で注音
されるが、ｒ化語ではすべて「rh」と注音さ
れている。「這（cê4）兒（’rh）」、「昨（tso2）
兒（’rh）」のように、「兒」は単音節から直
前の韻母と融合してｒ化音となり、声調もそ
れに従うことを表示している。それで、『実
用支那語教本：北京官話』はウェード式を継
承しているが、『語言自邇集』の正確な記述
をすべて吸収してはいないことがわかる。
　以上の12点の資料を調査した結果、ｒ化語
では「兒」の変調について考察することが必
要であると考える。（7）、（8）の教科書では、

「兒」が統一的に第1声に変わると言ってお
り、（4）、（10）、（11）は4声の字が作る畳語
のｒ化語では「兒」が第１声に変わると説明
している。実は、畳語の場合は2番目の字が
第一声になるので、「兒」も一緒に一声にな
るといえるのは正確である。しかし、それ以
外の場合は、「兒」は直前の字の四声に従う
べきである。このように、明治・大正時代に、
日本人がｒ化語における「兒」の変調に気づ
いたが、変調規則がまだ把握できていなかっ
たと思われる。

3.2　『日漢英語言合璧』のｒ化音の位置づけ
　以上の考察を通じて、『合璧』のｒ化音に
ついての表記は、明治・大正時代の教科書と

辞典の中で先進的な位置にあると結論でき
る。以下、『合璧』を含む13点の書籍を考察
した結果を表にする。
　そのうち、関わる内容がないのは空欄、

「項目」欄の記述が当てはまるものは〇、当
てはまらないものは×をそれぞれ記す。→を
以て変化を表し、＝を以て不変化を表す。説
明が必要な場合は注をつける。
　この表からうかがえるように、『合璧』は
ｒ化音の表記と音交替の規則に従っている精
密さがみられ、最も先進的である。『初歩支
那語独修書』と『清語正規』もｒ化の音交替
の知識を把握していた。彼らのｒ化への認識
は、明治・大正期において希有と言える。
　一方、大部分の北京官話学習書においてｒ
化に伴う仮名表記の変更が見られないのは、
それを意識しないか、或は意識しても注音に
実践せずに終わったと考えられるが、先行す
る『合璧』などの先進的な扱いを継承しな
かった。その著者の宮島大八、西島良爾、牧
相愛、井上翠、石山福治など、中国語の教育
領域で活躍していた人士であっても、ｒ化語
への認識が薄く、本格的な研究を展開しな
かった。

まとめ
　『合璧』の仮名表記を考察した結果、『合
璧』はほぼ完璧に発音を表しうる仮名表記系
統をもっている。発音表示符号でも、韻母の
仮名表記でも、ｒ化語の仮名表記でも、一定
の規則が見出せる。発音表示符号について、

『合璧』の作者は日本語にない中国語の発音
に目を向け、真剣な考察をしていたようにみ
える。ｒ化音の音交替の仮名表記は、殆ど音
韻学上の規則に従っている。
　明治・大正期のｒ化語の記録が見られる他
の12冊を調査したところ、大部分の日本人の
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ｒ化語とｒ化音に対する認識における科学性
が乏しい中、『初歩支那語独修書』と『清語
正規』はやや優れるといえる。韻尾の条件に
よるｒ化の音交替は明治・大正時代の日本人
がまだ踏み込んでいなかった未知の領域であ
ろう。『合璧』に見られるｒ化音の音交替の
認識は、それらと比べるとも、当時最高の水
準にある。残念なことに、『合璧』のｒ化音
についての記載はそれ以後の教材に影響を与

えることがなかった。
　明治・大正期の中国語学習教材は膨大であ
るので、ｒ化音についての記録は筆者の調べ
たもの以外にも必ず残っているに相違ない。
それらから見られるｒ化韻への認識と学習方
法はどうであろうか、また昭和時代に入ると
進歩があるか。こうした問題を以後の課題と
する。

　　　　　　書名

項目　　　　　

『
日
清
会
話
』

『
日
漢
英
語
言
合
璧
』

『
支
那
語
独
習
書
』

『
清
語
会
話
案
内
』

『
清
語
教
科
書
』

『
四
声
標
註
支
那
官
話
字
典
』

『
支
那
語
辞
彙
』

『
初
歩
支
那
語
独
修
書
』

『
清
語
正
規
』

『
日
華
語
学
辞
林
』

『
支
那
語
独
習
全
書
』

『
最
新
実
用
支
那
語
教
科
書
』

『
実
用
支
那
語
教
本:

北
京
官
話
』

ｒ
化
語
尾
「
兒
」
の
発
音
、
表
記
、
声
調

単字音「er」
↓
ｒ化音「r」

○
ア
ル
↓
ル

○
アル

↓
ル
62　

○
ア゜
ル
↓
ル

○
ア
ル
↓
ル

○
オ
ル
↓
ル

×
ア゜
ル
‖
ア゜
ル

○
オ
ル
↓
ル

○
ア
ル
↓
ル

○
ア
ル
↓
ル

○
ア
ル
↓
ル

○
ア
ル
↓
ル

×

前字と合体して
記す × ○ × × × × × × × × × ×

第2声
↓
前字に従う

× ○ ×
2
‖
2

×
2
‖
2

×
2
↓
2

×
2
↓
1

×
2
↓
1

×
2
‖
2

×
2
↓
1

ｒ
化
音
交
替

韻尾
n n が脱落 ×

63
○ × × × × × ×

64 
○ × ○

65

韻尾
ng

ng が脱落 ×
66

○
× ×

× × × ○ ○
×

○

前の韻母が
鼻音化 × × × ×

67
× ×

韻尾
i i が脱落 ×

68 
○ × × × × × ×

69
×
70

× ×

韻母
i、ü ər を加える × ・ × × × × × ×

71
×
72

× ×

舌歯音
-i

-i を削除し
ər を加える × × × × × × × ・

73
× × ×

－162－

Journal of East Asian Studies



注
１ ここで参考したのは『中国語教本類集成』（第三

集第二巻）に収録されている復刻版である。原
文は「「兒」êrh2,also meaning son, is used in the 
same way as frequently as tzŭ; in Pekingese, 
more frequently…」である。つまり「兒」は「息
子」の意味である同時に、接尾語「子」と同じ
使い方もある。特に北京語で頻繁に使用さてい
る。（『中国語教本類集成』第三集第二巻、p.395）

２ 『日本明治時期北京官話課本詞彙研究』厦門出版
社、2014年、p.259。

３ 鄭永邦（1863-1916）唐通事の家柄、明治・大正
時代の外交官。「北に鄭あり、南は御幡」と言わ
れるように、明治時代中国語の両巨頭の一人と
称えられている。（六角恒廣『漢語師家伝 中国
語教育の先人たち』東方書店、1999年、p.128）

４ 呉大五郎（1862-?）唐通事の家柄、明治時代の
外交官。北京に留学したのち、外務属となりボ
ンベイ領事、三井物産の支配人などを務めた。（渡
辺慎治『天才乎人才乎：現代実業家月旦』東京堂、
1908年、pp.170-172）

５ 趙傑『北京話的満語底層和 “軽音” “兒化” 探源』
北京燕山出版社、1996年、pp.231-232。

６ 利用された資料は『官話指南』（1881）、『英清会
話自学入門』（1885）、『日漢英語言合璧』（1888）、

『北京官話談論新篇』（1898）、『支那語学校講義
録（第1～7号）』（1901-1902）、『清語読本』（1902）、

『燕語生意筋絡』（1903）、『言文対照北京紀聞』
（1904）、『北京官話実用日清会話』（1904）、『官
話急就篇』（1904）、『日清会話語言類集』（1905）、

『日華会話筌用』（1905）、『実用日清会話』（1905）、
『北京官話常言用例』（1905）、『清語正規』（1906）、
『北京官話清国民俗土産問答』（1906）、『最新清
語捷徑』（1906）、『官話応酬新篇』（1907）である。

７ 『日本明治時期北京官話課本詞彙研究』厦門出版
社、2014年、p.259。

８ 『「日漢英語言合璧」語音教学研究』（吉林大学修
士論文、2007）

９ 原文は「礦（或）窰」で、日本語の説明は「礦山」
であり、（p.16）仮名表記「コン」からみると「gong」
と読んだはずである。『現代漢語詞典』（第五版 
p.796）では、「礦、旧読gŏng」と記されている。

10 作者は例文で、字の上に横線を引くことによっ
て有気音を表示するという説明があるが、本文
には横線が引かれていない有気音も見られる。

「庫」（p.51）の上には横線がない。本論では読
みやすいために、横線を仮名表記の下で引くこ
とにする。

11 この仮名表記に出ているｒ化を表す仮名「ル」

は印刷上の間違いのはずである。
12 「zhen」という音である字のほとんどは「チ

∨
エヌ」

と記されているが、「疹」字は「‘チエヌ”」とさ
れている。

13 「麼」は多音字で、『合璧』では2つ発音も出てお
り、それぞれは①「没什麼（モ）了（p.81）」、「這
麼（モ）着（p.82）」などで、現在の漢語拼音方
案で「me」と読める；②「你知道麼（マ）（p.82）」、

「你吃烟麼（マ）（p.83）」などで、現在の漢語拼
音方案で「ma」と読める。

14 韻母「ou」の発音は日本語の「オ＋ウ」と似て
いるが違っている。韻母「ou」の音声表記は［ou］
であり、日本語の「オ＋ウ」の音声表記は［oɯ］
である。

15 凡例の例では「チ○ヱヌ」と書いているが、正文
では「チ○エヌ」と書いている。

16 この音節の字はほとんど仮名表記「シ
∨

ウ」を採
用しており、例えば「薯、樹、叔、梳、書」な
どがそうである。「シ

∨
ウー」を採用しているのは

「數」だけである。
17 この音節の字の大部分は仮名表記「シ

∨
オウ」を

採用しており、例えば「瘦、獸」などがそうで
ある。「シ

∨
オウ」「シ

∨
ヨウ」を採用している例は

それぞれ「手」「熟」だけである。
18 この音節の字の大部分は仮名表記「シ

∨
ウイ」を

採用しており、例えば「誰、稅」などがそうで
ある。「水」は2つの形をもっている。1つは「水

（シ
∨

ウイ）盆」（p.29）のようであるが、2つは「水
（シ

∨
ウイ）缸」である。

19 原文の例は「茅厠」（『日漢英語言合璧』p.25）で
あるので、「廝」などの誤字だと思われない。

20 「鶴」は文語音で「he」と読み、口語音で「hao」
と読む。仮名表記の「ハウ」によっては「hao」
と読むはずである。同時期の『日華語学辞林』（井
上翠、1906年、p.157）でも「鶴（ハオ）hao」と
注音されている。

21 「蘋果」（『日漢英語言合璧』p.40。）
22 「虹」の発音は仮名表記によると古い発音の
「gang」である。

23 「那」の発音の仮名表記は「ナー」のはずである
が、「ナーイ」とするのは「那一個」という語源
から変わってくるからと思われる。

24 「道」の発音の仮名表記はほとんど「タウ」であ
る。「タウル」はｒ化を表したもので、「小道」（『日
漢英語言合璧』p.17）の「道」の表音に見られる。

25 「胖」は多音字である。「パヌ」によると「pan」
と読むはずである。

26 1.1の（7）を参考。
27 「血」は多音字であり、仮名表記によると「xue」
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と読むはずである。
28 「雀」の発音は仮名表記によると「qiao」である。
『現代漢語詞典』（第五版・p.1098）によると「qiao」
は口語音である。「孔雀」（『日漢英語言合璧』p.46）
という単語に見られる。

29 「撒顛魚」（『日漢英語言合璧』p.48。）
30 「春天」（『日漢英語言合璧』p.11。） 
31 杉野元子・黄漢青『大学生のための初級中国語

40回』白帝社、p.10。
32 例はそれぞれ「待會兒」「坐會兒」である。
33 「分兒」は「份兒（分）」の意味で、現在は「份兒」

と書く。原文の1つの例として「給我們預備三分
兒飯（三人前出シテクダサイ）」がある。 

34 「下兒」は時間を指し、原文は「我想現在兩下兒
鐘罷（今二時ダロート思ヒマス）」である。

35 「點兒」は動詞または形容詞の後に使用される。
原文の例は以下のようである。

 a動詞＋點兒： 喝點兒 快著點兒 慢著點兒 壓點兒 
打點兒水 淡點兒 要點兒  用點兒 
布點兒 拿點兒 有點兒 吃點兒 暖
着點兒 有點兒  便宜點兒  放點兒 
有點兒 鉸點兒 使點兒 

 b形容詞＋點兒： 好點兒  晚了點兒了　肥點兒了 
好點兒 貴點兒　慢點兒 晚點兒

36 この「那兒」は「哪兒（どこ）」の意味で、原文
の１つの例として「他在那兒住（何處ニ彼人ハ
住デオリマスカ）」がある。

37 この「那兒」は「そこ」の意味で、原文の１つ
の例として「咱們快到那兒了（モ一程ナク彼處
ニ着マセフ）」がある。

38 「様兒」は「種類、タイプ」などの意味で、原文
にある文は「我有好些樣兒／我們有好些樣兒價
錢的／這兒有幾樣兒／兩樣兒／時樣兒／那樣兒」
である。そのうち、「那様兒」の意味は「哪様」
と同じ、原文は「您要那樣兒罷（何方ガ御入用
デゴザイマスカ）」。

39 賈采珠、1990年、新華書店北京発行所。
40 それらは「等一等兒」、「待一待兒」、「静静兒」、「飯

庁兒」である。「等一等兒」と「待一待兒」は「A
一A」重ね型の動詞である。この類のｒ化語は、

『北京話兒化詞典』には4つしか見られない。「静
静兒」は「AA」重ね型の形容詞である。この
類は『北京話兒化詞典』にも少ない。

41 本文は字の上に注音しているが、本論文は読み
やすいように字の右に書き出すことにする。

42 １つの例外として「鸚哥（‘コ）兒（ル）」があるが、
印刷の間違いと考えられる。

43 ｒ化語の仮名表記が多数ある場合は、主流の表
記を記入する。

44 ｒ化する前の音節の仮名表記と指す。

45 「裏」の仮名表記は「リ」であるが、同じ音節を
持っている字（「荔、狸、利、籬、蠣」など）は
すべて「リー」と表示されている。

46 「孫女（ニ
・・

ル）兒」など長音符号を加えない例も
見られる。

47 『清語教科書』ｐ.18。
48 見出しの一字の後ろに、数語を並べるが見出し

字の音が省略される。故に、r化語の音交替が窺
えない。

49 例えば、見出し「紋ウェン」の用例である「紋
兒」は、ただ「兒」を「ア○ル」で注音し、「紋」
の音を注していない。

50 初歩支那語独修書』p.21。
51 『清語正規』p.12。
52 『清語正規』の「音の別」（p.7）、『初歩支那語独

修書』の「有氣音と無気音の別」（p.6）による。
53 六角恒廣『漢語師家伝　中国語教育の先人たち』

東方書店、1999年、p.261。
  ただし、「小兒」の「兒」が「ル」と表音され、

著者の間違いと思われる。
54 『支那語独習全書』ｐ.77。
55 『支那語独習全書』は○を以て、字の四隅に付け

て四声を表す。●は有気音を表示する。
56 『支那語独習全書』p.79。
57 「那」が第3声の場合は「何処」を意味し、第4声

の場合は「そこ」を意味する。
58 『最新実用支那語教科書』p.8。
59 『実用支那語教本：北京官話』p.12。
60 「rh」で表音されているのは「坡（p‘o）兒」「村

莊（chuang）兒」「擺渡口（ｋ‘ou）兒」「海灣（wan）
兒」「犄角（chiao）兒」「鳥（niao）兒」などが
ある。

61 「erh」で表音されている語には「山澗（cheien）
兒」「昨（tso）兒」「前（ch‘ien）兒」「三十（shih）
兒」「虫（ch‘ung）兒」などがある。

62 1つの例外「鸚哥（‘コ）兒（ル）」がある。
63 規則に従っている例には「茶盤（パー）兒（ル）」、
「一點（ディエ）兒（ル）」、「前（チィエ）兒（ル）」
があり、規則に従わない例には「打盹（トウェー
ヌ）兒（ル）」、「伴（パヌ）兒（ル）」、「紐襻（パ
ヌ）兒（ル）」、「茶罐（コワヌ）兒（ル）」がある。

64 規則に従っている例には「海邊（ビエ）兒」、「茶
館（コヮ）兒」などがあり、規則に従わない例
には「煙捲（チュワ）兒（ル）」（「捲」の仮名表
記は「チュアン」）などがある。

65 この場合の「ヌ」が脱落する記述があるが、ｒ
化語の注音に現れていない。

66 規則に従う例には「様（ヤー）兒（ル）」、「火虫
（チ○ョー）兒（ル）」などがあり、規則に従わな
い例には「勁（チーン）兒（ル）」、「地方（ファ
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ン）兒（ル）」などがある。
67 主母音が鼻音化し、韻尾「ng」が削除される規

則に従う例は「取燈（トオ）兒（ル）」（「燈」の
仮名表記は「洋燈（トン）」）があり、韻尾「ng」
が削除される規則にのみ従う例には「聲（ショ）
兒（ル）」、「房頂（ディー）兒（ル）」などがある。

68 規則に従う例には「女孩（ハ）兒（ル）」があり、
規則に従わない例には「一塊（クワイ）兒（ル）」、

「一塊（クワイ）兒（ル）」がある。
69 規則に従う例には「蓋（カ）兒（ル）」、「小孩（ハ）

兒（ル）」があり、規則に従わない例には「等一
會（ホイ）兒（ル）」がある。

70 規則に従う例には「蓋（カ）兒（ル）」があり、
規則に従わない例には「味（ウォエ）兒」、「一塊（コ

ワイ）（コワイ）兒（ル）」、「快（コワイ）（コワ
イ）快（コワイ）（コワイ）兒（ル）的」、「一會

（ホイ）（ホイ）兒（ル）」がある。
71 韻母がüである例の中で、「孫女（ニ、ュー）兒」
（「女」の仮名は「ニーイ」）が規則に従う。韻母
がiである例の中で、「裏（リー）兒（ル）」（同
音字「禮」の仮名は「リー」）は規則に従わない。

72 韻母がiである例の中で、「衣裳的裏（リー）兒
（ル）」が規則に従う。韻母がüである例は見ら
れない。

43 規則に従う例には「瓜子（ツー）兒（ル）」、「槍
子（ツー）兒（ル）」（「子」の仮名は「ツ」）な
どがあり、規則に従わない例には「樹枝（チー）
兒（ル）」（同音字「指」の仮名は「チー」）がある。

－165－

明治・大正期における日本人のｒ化音の学習


